
令
和
元
年
六
月
二
十
一
日
受
領

答

弁

第

二

一

九

号

内
閣
衆
質
一
九
八
第
二
一
九
号

令
和
元
年
六
月
二
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安

倍

晋

三

衆

議

院

議

長

大

島

理

森

殿

衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
二
〇
二
〇
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
二
〇
二
〇
年
の
介
護
保
険
法
改
正
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
軽
度
者
」
に
対
す
る
「
「
生
活
援
助
」
サ
ー
ビ
ス
」
に
関
す
る
給
付
の
在
り
方
及
び
「
介
護
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

作
成
」
に
関
す
る
負
担
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
は
、
「
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
改
革
工
程
表
二
〇
一
八
」
（
平
成
三
十
年

十
二
月
二
十
日
経
済
財
政
諮
問
会
議
提
出
）
に
お
い
て
「
軽
度
者
に
対
す
る
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
・
・
・
に
つ
い
て
、
地
域

支
援
事
業
へ
の
移
行
を
含
め
た
方
策
に
つ
い
て
、
関
係
審
議
会
等
に
お
い
て
」
令
和
三
年
度
か
ら
令
和
五
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
「
第
八
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に
向
け
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
」
と
さ

れ
て
い
る
こ
と
及
び
「
介
護
の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
に
関
す
る
給
付
と
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
関
係
審
議
会
等
に
お
い
て

第
八
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期
間
に
向
け
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
に
お
い
て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
お
尋

ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
利
用
者
負
担
が
二
割
、
三
割
に
増
え
た
こ
と
」
に
関
す
る
影
響
調
査
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
九
年
度
の
老

一



人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
に
よ
る
「
介
護
保
険
に
お
け
る
二
割
負
担
の
導
入
に
よ
る
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」
及
び

平
成
三
十
年
度
の
同
事
業
に
よ
る
「
介
護
保
険
に
お
け
る
三
割
負
担
の
導
入
に
よ
る
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究
事
業
」
に
お

い
て
、
実
施
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
疾
患
」
と
は
、
「
社
会
保
障
審
議
会
介
護
給
付
費
分
科
会
介
護
予
防
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
中
間
報
告
」
（
平

成
十
七
年
八
月
三
十
日
）
に
お
い
て
「
主
と
し
て
廃
用
症
候
群
に
関
連
す
る
原
疾
患
」
と
さ
れ
て
い
る
関
節
疾
患
、
骨
折
・

転
倒
及
び
高
齢
に
よ
る
衰
弱
等
の
疾
患
を
指
す
も
の
で
あ
る
。

二


